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疫病菌を接種した馬鎗薯葉のカタラーゼ活性と

　　　　　　　有機態辞との関係について

山本昌木録達山和紀 （植物病学研究室）

　　　Masak1YAMAMOTO　and　Kadzunor1TATSUYA1MA
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　　　　　　　I緒　　　　論

　筆者らはすでに，馬鈴薯葉に含まれる鉄成分と疫病抵

抗性との関係に？いて2・3報告しテ㍍即ち疫病低抗性

と各品種馬鈴薯葉申に含まれる全鉄員との間には明瞭な
　　　　（4）
相関がなく，活性鉄／全鉄の比とは可成りの相関を予想
　　　（5）
し得た。叉，水稲体中の有機態鉄量が，稲胡麻葉枯病抵
　　　　　　　　　　　　　（3）
抗性と関係している事も推定した。一方，病原菌の侵入

を受けた感受俸（Suscept）細胞にg鉄酵素の活性が大

になりしかも低抗性と無関係でないように思われる。こ一

㌧で，感受体中の鉄成分の中で生理上最も意義あると考

えられる有機態鉄と，鉄酵素との関係を検討することは

重要と思われるので，筆者らは疫病菌を接種した馬鈴薯一

葉のカタラーセ活性と有機態鉄の関係について下記の実

　　　　※
験を行つた。

・　　　　皿　実験方法及ぴ緒果

　洪試馬鈴薯晶種は男爵薯，トライアシフ（罹病性晶種）

ケネベツク，42041－4（低抗性品種）で圃場に普通栽培

したものの上部から5葉目を500ccのフラスコに挿し，自

然発生の疫病菌分生胞子の懸濁液（x400視野30±5個）

を噴務接種して湿室内に一定時間放置後実験に供した。

　カタラーゼ活性は（α）6月4日，男爵薯及び4204／－4，

（わ）6月／／日，トライアンフ及び42041－4（c）6月／6日，

男爵薯及びケネベツク，の3組についてそれぞれ罹病性

品種，低抗性晶種を比較した。即ち，常法に偉つて調製

きれた粗酵素液が0〕C5分間で分解したH202量を測定し

酵素力（グ）を次式で表わした。

　　（グ）一尾。／oo，尾一1L4．go
　　　　　　　　　　　玄　＾o一弐

　　　　但し　尾…一分子遠度垣数

　　　　　　　α　反応時間0分に於ける亘20・量

※　昭和29年度文部省科学研究助成金による研究　課題番号11258。

　　　　　　（卜免）…一定時間反応後に於けるH202量

　　　　　　　　≠…反応時間

　（o）（ろ）（c）3組についての実験結果は第／，2，3表に

示す通りである。但し（α）（6）組に於いては菌接種後24

時間目のカタラーゼ活性を測定し，（c）組については菌

接種後／6，24，48時間目めカタラーゼ活性を測定した。

　有機態の鉄は，先に筆者らが水稲体申の鉄について検
　　　　　　　　　（3）
討したときと同じ方法で，、全鉄から無機態鉄を差引いた

残りを有機態鉄とし，試料は，前述の（c）組に用いた男

爵薯，ケネベツクについてそれぞれ直ちに80．Cに乾燥

して実験に供Lた。測定の結果は第4表の通りである。

　カタラーゼ活性は一第／～3表に示す通り菌接種後24時

間目に低抗性品種に於いてその値の高いことが認めら

れ、叉有機態鉄も，第4表に示す通り．24時間後に，対

照区に対する喧カ堀抗性品種＞罹病性晶種となつた。

第1表疫病菌接種後24時間目の男爵薯，4204／－4

　　　　のカタラーゼ活性

男　爵薯

4204／－4

区　別

対照区
接種区

対照区
接種区

（ノ6）

6．／0

－3．69

2，86

5．ア5

接種区。／00
対照区

／00

60

／00

／3／

第2表 疫病菌接種後24時間目のトライアンフ，42041－

4のカタラーゼ活性
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第3表疫属菌接種後一定時間後の男爵薯，ケネベツク

　　　　のカタラーゼ活性
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第4表疫病菌接種後一定時間後の勇爵薯，ケネベック

　　　　の有機態鉄量

ると思われる有機態鉄について検討したが，低抗性品種

に於いて，有機態鉄が菌接種後増加することは，第／図

に示す通りカタラーゼ活性とよく一致する。この結果か

ら直ちに有機態鉄の動きとのカタラーゼ活性とのむすび

つけ或いは疫病抵抗性との関係づけをすることは出来な

いが，今後，他の鉄酵素の動きとを考え合せて検討して

みたい。

　第1図　疫病菌を接種した馬鈴薯葉のカタラーゼ活性

　　　　　及び有機態鉄量の動き
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※数値は乾量1g申microgram。

※※（）は100／対照区

　　　　　　　盟　論　　　　義

　鉄が植物体の必須元素として種々の重要な生理作用に

関与していることは，すでに幾多の報告があるが，筆者

らの研究室に於ては馬鈴薯葉申に含まれる鉄が，疫病菌

に対する低抗性と何らかの関聯性のあることを予測して

種々の実験を行つて来た。本実験はこれら実験の一環を

なすものである◎植物体申に含まれる酵素の内，チトク

ローム才キシダーゼ，パーオキシダーゼ，カタラーゼ等

はその補欠分子として鉄を持つているが，疫病菌を接種

した時の馬鈴薯葉の代謝活性め動きを追求する一っの手

がかりとして先づヵタラーゼ活性の動きと鉄量の変化に

ついて検討した。

　第／～3表に示す通り，疫病菌を接種した馬鈴薯葉のヵ

タラーゼ活性は，罹病性晶種にくらべてケ未ベック，42

04／－4等抵抗性晶種に於いて著しく高まるこ一とが認めち
　　　　　　　　　（1）
れた。この結果は赤井らの水稲を用いた結果と一致する

様であるが，赤井らの用いた水稲品種は，稲胡麻葉枯病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
罹病性品種でありこの点必ずしも一致しない。叉，徳重

によると，天狗巣病罹挿桐葉は，健全葉にくらべて常に

ヵタラーゼ活性が低いが，之ははつきり病徴としてあら

われた後の比較であると思われ，筆者らの実験に於いて

も，菌接種霞48時間目にはヵタラーゼ活性が低下して来

る。このことは赤井らの実験とも一致するもののようで

ある。

　檀物体申に含まれる鉄成分の内，生理的な意義を有す
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　　　　　　　　皿摘　　　　要

　　疫病菌を接種した馬鈴薯葉の低抗反応をヵタラーゼ

活牲の動きと有機態鉄量の動きによつて検討した。抵抗

性晶種即ち，ケネベック、4204／－4等は。罹病性晶種即

ち，男爵薯，トライアンフにくらべて，菌接種後24時間

目にカタラーゼ作用が著しく高まり，同時に，有機態鉄

も増加する。之によつてカタラーゼ活性と，有機態鉄と

を直ちにむすびつけることは串来ないが，之らの現象は，

低抗反応と何らかの関係を有するものと考えられる。
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　Th1s　paper　dea1s　w1tn　the　resu1ts　of　exper1一

：m．ents　on　the　Change　of　Cata1ase　act1▽1ty　and

the　organic　iτon．contents　in　Potato　1eaYes　in－

fected　by　Pゐツ彦oクゐ肋070　ξ〃グ窃オo〃8．

　　The　activity　of　the　enzyme　was　measured－by

us1ng　hyd－rogenperox1de　and．Potass1um　per蛆ang－

anate　＝methode，　and　the　organ1c　1ron　contents

was　d．etermmed　by1n－d1rect　methode　usmg　Na－

pyrrophosphate　and　Tr1ch1oracet1c　ac1d

　　The　comparatwe　va1ue　of　Cata1ase　m1eaYes　of

res1stant　var1et1es，Kenebec　or42041－4，mcreased

enomous1y　at24　hours　after　the　1nocu1at1on　of

the　causa1fungus，and，the－organic　iron　cOntents

a1s01ncreased　remarkab1y　at24hours

　　These　resu1t　sugg』sted　that　the　changes　of　the

cata1ase　act1兀ty　and　the　organ1c　1ron　contents

m1ght　p1ay　a　s1gn1f1c＆nt　ro1e　1n　the　res1stance

mechanism．


